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１．問題意識

• 先例にない広範な被災地

• 電力の構造的な問題

• 特定産業の集中による広範な二次被害

• 被災地の復旧だけではなく、日本の復興

• 長期戦が想定される復旧と復興

• 現政権の政治的な脆弱性

• 「復興構想会議」の特徴：政治主導

• 導き出される「復興計画」実施上の継続性

• 既に始まっている復旧と復興との連続性



２．まず何が必要なのか？

• 短期的復旧・復興計画の早急なる策定

• 実施期間が中長期に至っても、政治情勢で大き
く変更されることのない復興計画の策定が重要。

• 国民的な合意を得ることにより、政局的な思惑
に左右されない復興計画の策定が重要

• 普遍的な復興計画を策定するために、国民的合
意形成に向けたロードマップが必要

• 国民の合意を取り付けつつ（ロードマップ）、有識
者の高度な知識を活かすことのできる政策決定
フレームワークが必要



３．フレームワークのイメージ



４．フレームワークの事例



５．役割分担と作業行程（案）


